
環境経営と事業経営を一体化しエコ・リーディングカンパニー目指す
売
上
高
目
標
定
め
環
境
貢
献

実平喜好氏東芝環境推進部長

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　
―
第
５
次
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
位
置
づ
け
は
。

　
「
東
芝
は

年
に

環
境
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
５
０

を
策
定
し
た
。

地
球
と
調
和
し
た
豊
か
な
生

活

を
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
描

き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
企
業
ビ

ジ
ョ
ン
が
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。
環

境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
具
体
的

な
取
り
組
み
と
目
標
で
、
社
会
情

勢
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
る
。
第

５
次
は

年
度
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
か
っ
た
が
、
大
震
災
の
影
響
を

見
極
め
る
た
め
１
年
遅
ら
せ
た
」

　
―
活
動
を
「
４
つ
の
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
」
に
分
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
で
あ
る
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｏ
ｆ

　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
」
の
目
標

は
。

　
「

エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ

の

年
度
の
目
標
売
上
高
を
１
兆

８
０
０
０
億
円
に
設
定
し
た
。
エ

ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ
と
は
設
計
段

階
か
ら
環
境
性
能
が
業
界
ト
ッ
プ

と
な
る
目
標
値
を
定
め
て
開
発

し
、
発
売
時
点
で
も
環
境
性
能
ト

ッ
プ
で
あ
る
製
品
。

年
度
は

製
品
を
認
定
し
た
。
第
５
次
で
は

ま
だ
認
定
が
な
い
製
品
群
か
ら
も

エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ
を
創
出

し
、
全
製
品
群
で
環
境
性
能
ト
ッ

プ
を
そ
ろ
え
る
。
売
上
高
の
目
標

を
持
つ
こ
と
で
環
境
調
和
型
製
品

の
事
業
貢
献
を
評
価
で
き
る
」

　
―
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ｙ
　
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
」
も
事
業

を
通
し
た
環
境
貢
献
で
す
。

　
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ｙ
　
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
は
低
炭
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
技
術
。
太

陽
光
や
水
力
、
地
熱
、
風
力
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
コ
ン
バ
イ

ン
ド
サ
イ
ク
ル
な
ど
高
効
率
火
力

発
電
、
原
子
力
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
を
含
む
。
つ
ま
り
東
芝
が
持

つ
す
べ
て
の
発
送
電
技
術
で
全
世

界
の
低
炭
素
化
に
貢
献
で
き
る
。

年
度
に
売
上
高
１
兆
９
０
０
０

億
円
を
目
指
し
、
世
界
の
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
４
億

９
０
０
０
万

削
減
に
貢
献
す

る
」

　
―
東
芝
自
身
の
環
境
負
荷
を
低

減
す
る
取
り
組
み
は
。

　
「
そ
れ
が

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｏ

ｆ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ

で
あ

る
。
モ
ノ
づ
く
り
の
環
境
配
慮
を

進
め
る
活
動
で
、
工
場
の
設
備
、

生
産
工
程
の
効
率
化
に
よ
る
環
境

負
荷
低
減
を
目
指
す
。
温
室
効
果

ガ
ス
は

年
度
比

％
減
の
４
３

９
万

を
目
標
と
す
る
。
廃
棄
物

量
は

年
度
比

％
減
、
化
学
物

質
排
出
量
は
同

％
減
に
抑
え

る
」

　
―
第
５
次
で
は
四
つ
目
の

「
Ｇ
」
に
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
Ｍ
ａ

ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
」
を
加
え
ま

し
た
。

　
「
全
従
業
員
の
環
境
意
識
を
高

め
る
施
策
を
強
化
す
る
。
環
境
活

動
の
推
進
者
と
な
る
ｅ
ｃ
ｏ
ス
タ

イ
ル
リ
ー
ダ
ー
を

年
度
は
２
０

０
人
育
成
し
、

年
度
に
は
２
０

０
０
人
ま
で
増
や
す
。
そ
し
て

年
度
に
は
全
世
界
の
従
業
員
参
加

の
環
境
一
斉
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施

を
目
指
す
」

　
東
芝
は
２
０
１
２
年
―

年
度
の
「
第
５
次
環

境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

業
界
ト
ッ
プ
の
環
境
調
和
型
製
品
と
低
炭
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
技
術
に
売
上
高
の
目
標
を
設
定
し
た

の
が
本
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
。
環
境
経
営
と
事
業

経
営
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
展
開
し
、
製
品
と

技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
全
世
界
の
環
境
負
荷
低
減

に
貢
献
す
る
と
同
時
に
事
業
成
長
も
実
現
す
る
。

全
従
業
員
参
加
の
環
境
活
動
も
目
標
と
し
、
エ
コ

・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
す
。

Ｇｒｅｅｎ　ｏｆ　Ｐｒｏｄｕｃｔ環境性能�１を追求

生物多様性保全に向けた
鶴見川流域ネットワーキングとの連携

ＧｒｅｅｎＭａｎａｇｅｍｅｎｔ地域で生態系保護

ノートパソコンのラインアップにおけるエクセレントＥＣＰ

東芝のコミュニティーソリューション

Ｇｒｅｅｎ　ｂｙ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ実証試験に技術参画

Ｇｒｅｅｎ　ｏｆ　Ｐｒｏｃｅｓｓ省エネ設備を積極導入

東芝

効果的な節電活動を展開する四日市工場

（ ） 【特別企画】 ２０１２年 平成２４年 １０月１０日 水曜日 　　

　
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
が
生

物
多
様
性
保
全
だ
。
第
５
次

環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

は
、
各
事
業
所
を
基
点
と

し
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や

行
政
な
ど
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
る
。
生
態
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
野
生
生

物
の
生
息
空
間
を
結
ぶ
「
緑

の
回
廊
」
。

　
事
業
所
内
だ
け
で
な
く
、

周
辺
地
域
の
生
態
系
も
保
た

れ
て
い
な
く
て
は
緑
の
回
廊

は
成
り
立
た
ず
、
活
動
に
は

地
域
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な

い
。

　
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

「
い
る
か
丘
陵
」
の
生
態
系

保
護
活
動
を
実
施
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」
と
の
連
携

が
始
ま
っ
て
い
る
。
い
る
か

丘
陵
と
は
東
京
都
の
高
尾
山

か
ら
神
奈
川
県
の
川
崎
市
、

横
浜
市
、
三
浦
半
島
ま
で
の

多
摩
三
浦
丘
陵
地
帯
が
「
い

る
か
」
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
地

域
に
は
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
７

事
業
所
が
あ
り
、
対
象
面
積

７
０
０
平
方

の
０
・
２

％
を
占
め
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
所

か
ら
地
域
へ
と
生
物
多
様
性

保
全
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
事
業
所
ご
と

に
ト
ン
ボ
や
鳥
、
チ
ョ
ウ
な

ど
広
い
範
囲
を
移
動
す
る
生

物
の
住
み
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
。

　
京
浜
事
業
所
で
は
、
ト
ン

ボ
池
を
整
備
し
、
ホ
ト
ケ
ド

ジ
ョ
ウ
と
メ
ダ
カ
を
育
て
て

い
る
。
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
は

繁
殖
さ
せ
て
本
来
の
生
息
地

で
あ
る
鶴
見
川
流
域
に
戻

す
。

　
東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
は
、

県
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
三
浦

半
島
小
網
代
か
ら
ハ
マ
カ
ン

ゾ
ウ
を
事
業
所
内

横
須
賀

市

に
移
植
。
ハ
マ
カ
ン
ゾ

ウ
は
盗
掘
被
害
が
激
し
く
、

同
社
は
事
業
所
内
の
緑
地
で

育
て
て
株
を
増
や
し
て
か
ら

小
網
代
の
森
に
戻
す
予
定
。

　
活
動
は
事
業
所
内
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
い
る
か
丘

陵
に
あ
る
従
業
員
の
家
庭
に

は
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
卵
を
産

む
ユ
ズ
の
苗
を
配
り
、
育
て

て
も
ら
う
計
画
だ
。
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
の
飛
来
を
報
告
し
て

も
ら
う
こ
と
で
生
息
範
囲
の

広
が
り
を
確
認
す
る
。
い
る

か
丘
陵
に
暮
ら
す
グ
ル
ー
プ

従
業
員
と
そ
の
家
族
は
６
万

人
。
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
観
察

を
通
し
て
家
族
の
生
物
多
様

性
保
全
へ
の
意
識
向
上
が
期

待
で
き
る
。

※ 　　

※ 　　

※ 　　

※ 　　

＊
１

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
測
定
法

Ｖ
ｅ
ｒ
１
・
０
に
よ
る
値

＊
２

高
速
ス
タ
ー
ト
モ
ー

ド
」
選
択
時
。
秒
数
は
出
荷
時

状
態
で
の
最
速
値
。当
社
調
べ
。

　

年
７
月
に
完
成
し
た
半

導
体
生
産
の
四
日
市
工
場
第

５
製
造
棟
は
環
境
先
進
工
場

だ
。
半
導
体
工
場
は

時
間

操
業
な
た
め
消
費
電
力
が
多

く
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
も
大
き
い
。
第

５
製
造
棟
は
東
芝
の
半
導
体

事
業
の
主
力
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー

の
生
産
能
力
増
強
の
た
め
に

計
画
。
環
境
施
策
を
打
た
な

け
れ
ば
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
増

加
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
だ

っ
た
。

　
そ
こ
で
新
製
造
棟
は
構
想

段
階
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
徹
底
し
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
空
調
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
く
使
う
設

備
を
最
適
化
。
半
導
体
の
生

産
性
を
左
右
す
る
た
め
変
更

し
づ
ら
い
温
湿
度
も
生
産
品

質
を
見
極
め
な
が
ら
管
理
値

を
見
直
し
た
。
空
気
の
循
環

回
数
も
削
減
。
冷
凍
機
の
高

効
率
運
転
、
さ
ら
に
設
備
の

稼
働
で
発
生
す
る
廃
熱
を
再

利
用
す
る
仕
組
み
も
採
り
入

れ
た
。

　
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
設
備

に
も
大
な
た
を
ふ
る
っ
た
。

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
の
照
明

は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

化
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

内
の
半
分
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
う
製
造
装
置
は
装
置

メ
ー
カ
ー
や
部
品
メ
ー
カ
ー

と
協
力
し
、
省
エ
ネ
型
機
器

・
部
品
を
多
く
搭
載
し
て
低

消
費
電
力
化
を
追
求
し
た
。

必
要
な
場
所
だ
け
設
置
す
る

局
所
空
調
の
導
入
や
局
所
排

気
の
最
小
化
な
ど
を
徹
底
。

省
エ
ネ
設
計
・
機
器
を
ふ
ん

だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
結
果
、

第
５
製
造
棟
は
従
来
の
製
造

棟
よ
り
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

％
削
減
を
実
現
で
き
た
。

　
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
は
四

日
市
工
場
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
震
災
後
の
電
力
不
足

に
対
応
す
る
た
め
各
拠
点
で

節
電
活
動
を
展
開
。

年
６

月
か
ら
は
東
京
電
力
、
東
北

電
力
の
管
内
の
主
要
拠
点
で

使
用
電
力
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始
。
電

力
の
使
用
実
績
や
活
動
の
成

果
が
管
理
し
や
す
く
な
り
、

効
果
的
な
節
電
施
策
を
打
て

る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
と

し
て
ピ
ー
ク
電
力
を
前
年
比

％
カ
ッ
ト
し
、
電
力
量
を

同

％
減
ら
し
た
。

年

月
に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
国
内
全
拠
点
に

導
入
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
節

電
、
省
エ
ネ
活
動
を
強
化
し

て
い
る
。

　
東
芝
で
は
、
製
品
の
製
造

か
ら
使
用
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
る
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
般
で
環
境
負
荷
低

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
製

品
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

い
、
Ｅ
Ｃ
Ｐ
基
準

東
芝
環

境
品
質

の
確
認
を
行
っ
て

い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｐ
基
準
に
は
温

暖
化
防
止
、
資
源
の
有
効
活

用
、
化
学
物
質
管
理
の
３
要

素
が
あ
り
、
適
合
し
な
い
か

ぎ
り
原
則
と
し
て
製
品
化
さ

れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｐ
の
中
で

業
界
ト
ッ
プ
の
環
境
性
能
を

持
つ
製
品
を
エ
ク
セ
レ
ン
ト

Ｅ
Ｃ
Ｐ
と
認
定
し
て
い
る
。

年
度
に
は
待
機
電
力
と
省

資
源
で
業
界
ト
ッ
プ

発
売

時
点

の
液
晶
テ
レ
ビ
、
省

エ
ネ
と
節
水
で
業
界
ト
ッ
プ

発
売
時
点
の
洗
濯
乾
燥
機

な
ど

製
品
を
認
定
し
た
。

　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
「
ｄ
ｙ

ｎ
ａ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ダ
イ
ナ
ブ

ッ
ク

Ｒ
６
３
２
」
も
認
定

製
品
だ
。

　
軽
さ
約
１
・

の
軽

量
薄
型
の

・
３
型
パ
ソ
コ

ン
。
軽
量
薄
型
と
い
う
こ
と

は
そ
の
分
、
使
わ
れ
る
材
料

も
少
な
く
て
済
み
、
省
資
源

化
に
貢
献
で
き
た
。
節
電
性

能
も
高
め
た
。
「
東
芝
ｅ
ｃ

ｏ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
」
に
よ

り
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
最
適
な
節

電
モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
が

で
き
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
使
わ

れ
た
電
力
量
の
推
移
も
グ
ラ

フ
表
示
さ
れ
る
の
で
一
目
で

節
電
を
確
認
で
き
る
。

　
環
境
性
能
を
高
め
て
も
使

い
や
す
さ
を
犠
牲
に
し
て
い

な
い
。
軽
量
に
な
っ
た
分
、

持
ち
運
び
し
や
す
く
な
っ
た

が
省
エ
ネ
設
計
の
徹
底
に
よ

り
バ
ッ
テ
リ
ー
だ
け
で
約
９

時
間
＊
１
連
続
で
駆
動
す

る
。
約
７
秒
＊
２
で
起
動

す
る
「
高
速
ス
タ
ー
ト
モ
ー

ド
」
も
あ
る
。
使
い
や
す
さ

や
機
能
な
ど
の
製
品
価
値
向

上
と
環
境
負
荷
低
減
の
両
立

を
示
す
「
製
品
環
境
効
率
」

の
高
い
製
品
と
い
え
る
。

　
「
ダ
イ
ナ
ブ
ッ
ク
Ｒ
７
３

２
、
Ｒ
７
４
２
、
Ｒ
７
５

２
」
も
エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ

Ｐ
の
認
定
を
受
け
た
。
米
国

モ
デ
ル
は
米
環
境
保
護
局

Ｅ
Ｐ
Ａ

の
電
気
製
品
環

境
評
価
ツ
ー
ル

Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ａ

Ｔ

で
ゴ
ー
ル
ド
評
価
を
受

け
て
い
る
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率

１
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
駆
動
装
置

Ｈ
Ｄ
Ｄ

や
、

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
ー
を
応
用
し
た
ソ
リ
ッ

ド
・
ス
テ
ー
ト
・
ド
ラ
イ
ブ

Ｓ
Ｓ
Ｄ
　な
ど
、　内
蔵
さ
れ

る
ス
ト
レ
ー
ジ
デ
バ
イ
ス
も

エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ
と
し

て
認
定
し
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ

創
出
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
第
５
次
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
初
め
て
エ
ク
セ
レ

ン
ト
Ｅ
Ｃ
Ｐ
の
目
標
売
上
高

を
設
定
。

年
度
の
６
倍
と

な
る
１
兆
８
０
０
０
億
円
に

拡
大
し
、
製
品
で
環
境
に
貢

献
す
る
。

　
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最

大
限
活
用
す
る
、
都
市
部
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
追
求
す

る
な
ど
、
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
っ
て
需
給

を
監
視
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
適
制
御
す
る
。
交
通
渋
滞

の
解
消
や
水
資
源
の
有
効
活

用
な
ど
、
快
適
で
便
利
な
生

活
と
持
続
可
能
な
社
会
の
両

立
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
環

境
配
慮
型
都
市

に
よ
る
街

づ
く
り
が
世
界
各
地
で
始
ま

っ
て
い
る
。

　
東
芝
は
、
現
在
、
国
内
外

で

以
上
の
実
証
・
商
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

注
力
。
横
浜
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
地

域
、
ビ
ル
、
家
庭
の
各
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
開
発
と
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
な
ど
の
実
証
事
業

を
担
当
。
米
国
ニ
ュ
ー
メ
キ

シ
コ
州
で
は
日
米
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力

網

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の

リ
ヨ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
カ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
実
証
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
東
芝
は
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
で

年
度

に
９
０
０
０
億
円
の
売
上
高

を
目
指
し
て
い
る
。

　
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
　
ｂ
ｙ
　
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
は
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

欠
か
せ
な
い
。
東
芝
は
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
太

陽
光
、
水
力
、
風
力
、
地
熱

発
電
の
技
術
を
持
つ
。
国
内

で
は
７
件
、
合
計
で
出
力
約

分
の
大
規
模
太
陽
光

発
電
所

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
納
入
実
績
が
あ
る
。

　
天
候
に
よ
っ
て
発
電
量
が

変
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
量
導
入
を
支
え
る
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
関
連
技
術

の
開
発
に
も
積
極
的
だ
。
μ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

マ
イ
ク
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム

は
系
統
内
で
発
生
し
た

電
力
変
動
を
系
統
内
で
吸
収

し
て
影
響
を
少
な
く
抑
え
る

技
術
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
発

電
量
の
変
動
や
Ｅ
Ｖ
の
一
斉

充
電
に
よ
っ
て
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
た
時

に
調
整
す
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
の
頭
脳
だ
。
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー

通
信
機
能
を
備

え
た
高
機
能
電
力
メ
ー
タ
ー

で
、
電
力
会
社
と
の
デ
ー
タ

の
や
り
と
り
や
家
電
製
品
の

稼
働
制
御
、
電
力
料
金
や
使

用
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
消

費
者
が
把
握
す
る
た
め
の
キ

ー
デ
バ
イ
ス

、
ス
マ
ー
ト

バ
ッ
テ
リ
ー

定
置
型
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム

も
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
　
ｂ
ｙ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ

ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
。
い
ず
れ
も
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
必

要
な
技
術
と
な
る
。


